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　第一可附番性公理が威立するη一位相群は左不変な（印ちρ（肌砂＝ρ（〃）なる）距離
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（】）
ρ峨ツ）により距離付け可能である事が角谷，G　B1・kho舐爾氏によつて示されている。それ故

此の室間に於ける集合に対してはSヱe・p独sk1の性質を考える事は可能である。然しながら

一般の位相群に対しては從来の距離的な綴念よりなるS五elpユnsk・の性質を考える事は不可

能七あろ台・依つ下或る適当雄質・を一般あ位相群に対して定義し1第一可附離公理

が碑立す亭乃一位相群に対しては性質5とS三erpinskiの性質とが全く同億になる様に出

来ないだろうかと云ふ事が間題になつてくる。筆者にはか∫る性質が既に定義されているか

否かについては明らかでない。従つて先づ§1．において上言己の性質8を位相群に対し導

入し，更に§2において之と位椙群に於ける局所連絡臨一様局所連結性との間の講麗係

について調べてみたいと思ふ。

　§t肝⑪p・雌yS

　一般に位相群があたへられた時単位元に於ける近傍系として　γ．㌧γ　なる開集合の族

｛γ｝をとつても同値な位相群となる故，始めから単杜元に於ける近傍系は咋㌧γをみだ

しているものと仮定して差支へない、よつて以下此の仮定の下に議論を進める事とする。

　〔定義）

P・oPe・ty　S　：㍗群0における集合班がP・0pe岬Sをもつとは，任意の単位元θの

　　　　　　　　近傍σ（θ）に対して有隈個の蓮結集合必、泌，狐，・・一，払。が存在しヨ

　　　　　　　　弐の条件（1），（2），を満足する事を云ふ。

　　　　　　　　　　　　％　　　　　　　　（1）〃＝2孤・
　　　　　　　　　　　　乞曽1
　　　　　　　　（2）〃一；1〃；⊂U（θ）　（仁一，2，……，粥）

先に述べた如く第一可附番性公理が成立する乃一位相群Gにおいてぼγ・＝γ為

　　　　　　ocγふ⊂肌∩　孔二召なる完全近傍系｛乃星｝に依り，
　　　　　　勿：1

　　　　　　　　ρ（柳）＝0二伽，従ノ篶

なる如き左不変な距離ρ（〃）如付げられる事を角谷，B1rkho鉗両氏は示されている。依

つて従来の距離的な概念より威るS1e・p五nsk1の性質，釦ち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢
prope岬Sエ：距離室間亙における集合〃がPrope岬S］をもつとは，任意のε＞o

　　　　　　　　に対して有限個の連緒集合肌，泌，楓一・，必，が存在し，次の條件

　　　　　　　　（1），（2）を満足する事を云ふ。

（1）角谷静夫：ube“肥Me㈱aはo皿aer　lopolog醐he皿G岬pen，Pr・c．h1pムc蝸Tokyo12

　（1936）

　角谷静夫．uber舳Mθぽ脚uo皿卵robleI皿，Proc肺y　M泌此S㏄J泓pa皿20（1938）

　G．二Birkh。伍：An．t。。皿ユ。po1ogic．1gro1，ps，Conψ脇此3（1936）参照



　　　　　　　　　　　　　92
　　　　　　　て工）〃＝2必
　　　　　　　　　　　　　毒畠1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　　　　　　　　（2）δ（必）≦ε（仁1，2，一・，〃）．

とP「o・e「tySとの関係を此叩間午？いて調べると・先づθを第一可附離公理をみた

すη一位相群とし，班をS・e・p1nskiの性質をもつ〃⊂θなる集合とする瞭任意の単位

元近傍U（θ）をとれぼ或る単位元近傍Uε（θ）が存在してUε（θ）⊂U（召），ε’くεなるε’俸つ

き

　　　　　　　　〃＝■！脇　；脇連緒且つδ（泌）≦ε’（仁1，2，……，砺）
　　　　　　　　　　乞旨1
と珪る。此の時肌∋茄ノとすればρ（ガサ，θ）＝ρ（ツ，ガ）く6故に〃7エ必とUε（θ）⊂U（匂と

なり〃は；’P・ope岬Sをもつ事がわかる。

　逆に班⊂Gなる〃がProperty　Sをもつと仮定すれば・任意のε＞oに対しp（到⊂

耳吾（留）なるU㈲が存在して

　斑＝2必　；碓連緒且つ〃戸班づ⊂U（到
　　　づ曽1

となる。泌∋ハ2とすれば従必・なる任意の”及び適当なノ。，る∈U（θ）なるノ。、2。に

よりノニ〃ハ2＝偽　となるOρ（〃。，偽）二ρけ。，2。）≦ρ（ノ。，θ）十ρ（θ，2。）くεより　〃は

S1e・p蛆sk1の性質をもつ事がわかる。以上により次の定理を得る。

（秤’〕第一可附離蝿が舵するη一位相群鮒る集合肌対岬Se・㌃
蜘sk1の性質とPmpe・ty　Sとは全く同値である。

　上の定理よりPrope・ty　Sは或意味において正群θに於げるS1e・p1磁エの性質とみな

して差支えないが・更に正群に対しては左不変な一般距離の有向集合｛ρ・（κノ）｝が存在

し、単位元の完全近傍系として　γ（必ε）＝｛刎ρω（争功くε｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
なる｛γ（α・ε）｝を採用する事が出来るからP・ope岬Sと一般距離の有向集合｛ρω（凧ツ）｝

との間の蘭係にづいで調べてみれば，弐の定理が威立つ事がわかる。

　〔定理2〕τ一群0に対し左不変な　般距離の有向集合｛ρω（払ツ）｝が定義されているも

のとする。

　単位元の完全近傍系を｛γ（必ε）｝とし〃⊂θなる集合班の一般距離ρωによる直径

　　　　（3）
をδα（〃）にて表はすとすると雪

　正群0におげる集合〃がP・ope岬Sをもつ淀め陀必要且つ充分なる条件は．〃淋

　P・oPe・ty　S。：任意のε＞0，及びαに対し有隈個の連緒集合肌，泌，肌，一・，脇

　　　　　　　　が存在し雌の条件（1）1（2）を満皐する1亭

　　　　　　　　（1）〃＝■孤
　　　　　　　　　　　　づ昌1
　　　　　　　　（2）　δα（班壱）≦；e　　（ダ＝ヱ，2，　・・・…　，％）

なる性質をもつ事である。

　〔証　明〕必要性。任意のε＞0，及びαを与えれば或る単位元近傍U（θ）が存在し

U（θ）⊂巧（αパ）と辱る・〃はP・ope・ty　Sをもつ故む有限個の連結集合拠，必，必，

　（1）δ（泌）は集合蝸．の直経を意味する

（2）淡申忠郎；位相群論，岩波（1949ジ
（3）一般踵離ρψによる直径とは，距離による直径と同様δω（〃）＝量nf｛ρα（偏ツ）1狛ツ∈1秘｝を意味する
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・…，孤、が存在し，

　　〃＝■〃；・〃71〃δ⊂U（修），（』1，2，……，κ）
　　　　か＝1
となる。狐ノ∈楓　とすれば

ρω（〃）＝ρα（ズ1払ズケ）＝ρα（θ，ズツ）くε。依つて〃はProperty　S2をもつ。

充分性。任意の単位元近傍U（θ）を与える時或Wα，ε）が存在し，V（α，ε）⊂U（θ）となる。

〃はProperty　S。をもつ故・α及びε1くε。なるε’に対し連緕集合拠，必，……，班刎、

が存在．し

　　　　　　　　〃二■拠・，δω（砿）≦ε1（に1，2，一・，脇）

　　　　　　　　　乞鶉1

となる。2∈〃’11泌とすれば払ツ∈泌・なる狐ツが存在し，2：ガケとなる。よつて

　　　　　　　ρω（θ，ガケ）＝ρα（κノ）くε

印ち班7・〃吃⊂U（みである。故に〃に対しPlop3・ty　Sが成立する。

　以上により第一可附番性公理が威立するZゲ位相群におけるS峨p1nsk1の性質とP・op－

erty　Sとの関係及びr一群におけるP工ope・ty　Sと一般距離との麗係については大体明ら’

かになつたわけであるが・攻にト群自身について考える場合の便宣上，他の一つの性質

S＊について附記しておく事にする。

　〔定義〕

prope・tyS＊　　ユ㌧群θにおける集合〃がP・ope・ty　S＊をもつとは，任意の単位元

　　　　　　　　θの近傍U（θ）に対し，U（θ）に含まれθを含む連結集合λと有隈個の

　　　　　　　一点狛，狛。狛……，助、が存在し

　　　　　　　　　〃≡2伽五
　　　　　　　　　　　　づ害1
　　　　　　　　と書かかれる事を云ふ。

　明らかにτ一群0における集合がP・ope岬S＊をもてば亦P・ope岬Sももつけれど

も一般に其の逆は蔵立しない。然しながらト群θ自身を取扱ふ場合においては次の定理

に示す如く，P・ope・ty　S＊とP岬e・ty　Sは全く同じ性質であるとみなして良い．印ち

　〔定理3〕τ一群GがP・ope・ty　Sをもてば，Gは亦P・ope・ty　S＊をもち。其の逆も

成立する。

　〔証　明〕任意の単位元近傍U（θ）を与へる時，GはP・ope・ty　Sをもつ故有限個の連緒

集合ん、ん，……，λつ正が存在し

　　　　　　　」θ＝■ん，L五〆ん⊆U（召）（タ＝1，一2，・一・，勿）
　　　　　　　　　　づ昌1

となる。篶∈ん　とすれば0＝■拘ぺんで且つ炉ん∋θなる故，θを含むU（θ）に
　　　　　　　　　　　　　　　づ＝1
おける連結蔵分をムとすれば炉ん⊂λ。故に

　　　　　　　　θ＝■狛五　；4⊂U（θ），五連結
　　　　　　　　　　｛：1

となる。逆にθがP・ope岬S＊をもつとすれば，任意の単位近傍U（θ）に対し▽（θ）2⊂

σ（召）なる単位元近傍・V（θ）が存在し，V（θ）に含まれ召を含む連緒集合五と有限個の点

狛，狛，・・・…，κ，皇に二より

　　　　　　　　δ＝2狛五
　　　　　　　　　　4：1
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と書かれる。狛λ＝風とおけば明らかにムは連結で而も町1ム⊂咋）．1夙∂＝咋12⊂

U（θ）。故に0はproperty　Sをもつ。

　§2・局所蓮結健履破一犠局所錘繕艦とProp鮒y　Sとの間の関僥

　此の節においては前節に述べたP・ope・ty　Sと局所連結性友び一様局所連結性との関係を

しらべる事に依り1し群θにおける完閉集合〃に対しては上記二性質が互に同値である事

を示丸但し㌘群Gにおける集合〃が局所連師であるとは位相室間として局所連結で
　　　　　　　　　　（1）
ある事を云ふものにし・亦7㌧群に於ける一様局所連結性の定義は後に述べる事とする。

　〔定　理4）　T一群oが局所連緒であるためには単位元において局所連結であれば充分で

ある。　　　　掛

　〔証明〕　θ∋狛とすれば任意のκ・の近傍劣。U（θ）をあたへる腺θを含むU（θ）に於

ける連緒成分λに含まれる単位元近傍咋）が存在する。砺咋）⊂κ。五，且つ劣。λは蓮

結でガ・U（θ）に勿論含まれる故・力・U（タ）の物を含む蓮結戒分βに含まれる。劣・は任意

の点であ一る故θは局所違結である。

　（定　理5〕正群θにおげる集合班がP・ope・ty　Sをもてば，’〃は局所連結である。

　〔証　明〕〃∋ガとし，劣の任意の近傍を劣咋）とする。㌘群はl　S・pa鮒ion砥io血皿を

満足する故（2）肌θ）＝肌θ）・1，閉（θ）⊂咋）なる閉（θ）が存在し肌θ）に関してPrope岬S

が蔵立す、るから

　　　　　　　　”＝え坪づ　；必達結且っ〃デ〃毒⊆W（θ）（を＝L2パ．．＿〃）

なる如く有隈個の肌，必，……，肱を選びうる。｛必・｝の中”を含むか亦わκを集積

点としてもつ肌の和集合をKとすれば亙は明らかに連結集合である。一方任意の2∈K

なる2をとれぱ1．2∈肌とする臨荻712⊂肌θ），ザ1∈π71よりガ12∈〃（∂。　嘗口ち

ガ1K⊂咋）となる・更に〃Kはガを集積点としてもたぬ故・輝当な近傍．Q（θ）をとれば・

　　　　　　　　M（κρ（θ）⊂K⊂κV（θ）o

　〔定理6〕τ一群θにおげる集合〃がPropertySをもてば〃⊂〃。⊂πなる肌

もPrope岬Sをもつo
　〔証　明〕任意のU（θ）を与える時咋」＝咋）一1，咋）2⊂U（θ），乃（の⊂咋）なる咋），乃（像）

が存在する。

　〃はPrope岬Sをもつ故，

　　　　　　　　〃＝2脇　；孤達織〃71〃包⊂乃（θ）（レ1宅2，……，拠）
　　　　　　　　　　㌣

と卒る。而る時，必旨2班。（泌。
　　　　　　　　　　乞旨1

各班・（泌は連結で而も托〃、とすれぼガ1〃、⊂乃（θ1，印ち荻⑰⊂労V、（θ）であ

る。依つて

　（〃。（肌）宍（〃。（〃勿）⊂亙71π、⊂川θ）一j乃（θ）⊂爪θ）一・Wθ）⊂U（θ）

故に〃oはproperty　Sをもっ。

　上の定理及び〔定理5〕より直ちに次の結果が得られる。

　（1）1し群の局所連結性についてはL　Pontrj汎g加；Topo1ogic皿Group，Pri口㏄伽（1939）参照

（2）淡申忠郎；位相群論，岩波（1949）参照



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

　（系1〕　τ一群θにおける集合〃がPrope岬Sをもてば〃⊂〃。⊂πなる〃。ぼ

局所連緒である。　　　　　　’　　　　　　　　　　．　　’　　、　　　　1

　〔定　義〕θをr一群，oにおげる集合をwとする。

任意に与えられたη⊂γ芸十。（』1，2，3，　・，κ，　　・）なる可附番個の単位元近傍の族

γ＊二｛乃｝に対し雪乙。（〃キα乙、（乙、十、十0，乙；1乙き⊂乃なる連緒集合の列乙、，乙、，乙、，

　…乙パ（有限個の）により！Vと結び得る0の点劣の集りをθ［η＊（1V‘）コと書く、

亦若しoのかわりにoにおける〃⊃〃なる集合〃について上記の様な集合を示す時
に：は〃〔1㌃＊（！ゾ）コと書：くも（】）

　〔定　理7〕　㌘群0におげる集合〃がPrope・ty　Sをもてば，〃⊂1V’なるWに対し

”’［τγ＊（亙）コは亦property　Sをもつ。

　但し単位元近傍の族γ＊＝｛肌｝は次の条件をみだすものとす。

　　　　　　　　（1）篶⊂γ2づ十、（H・2パー㍉狐一・・）

　　　　　　　　（2）任意に与えられた単位元近傍Uに対し篶⊂Uなる篶が存在する。

　〔註〕上記の条件（2）はθが単位元に於げる可附番完全近傍系を有する（印ちθに於

　　　　て第一可附番性公理が威立する）事を意味するものである。

　〔証　明）豚を任意に与えられた単位元の近跨とすればr⊂豚なる単位元近傍σ及

びUに対しγ雇⊂Uなる如きγ狛が存在する。而る時は

　　　　γ針1γ峠2……γ刎⊂U　（解＝為十1，為十2パ∴…）

となる。亙を〃［η＊（州コの点で高々冶個の連結集合．乙、、乙、，……乙必；乙、（坪十α一

乙づ（乙峠・キ0，㌃1乙喜⊂篶（仁1，2，……，尾）により結ばれるものの集合とし，y糾。に対

して〃を有限個の連結集合んの和として表わせば，

　　　　　　　　〃箒2ん；々1ん⊂γ糾。（ダ岸1，2書一一，％）
　　　　　　　　　　づ曽1
’｛A｝の中亙の点を含むλづの和集合を3二3凶肯、壱とし改めてλ、ユ乞＝風とおけば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ；1
　　　　　　　　　　8　　　　　　　　3ζ2夙；断1ム⊂γ舛・（多自L2パ・…㍉3）、
　　　　　　　　　　壱旨1
となる。明らかに3⊃亙であるが3⊂〃〔η＊（1Vつ］も蔵立する。何故ならぼβ∋ツとすれ

ぼ凪∋ノなる風が存在し，風（亙∋2とすれば2ぼWと砺惚⊂篶，⑭（⑭十ユ・←0，

（チー1パー㍉物）なる高々居個の連結集合Q、，⑭，Q事，・…・・，Q、クち（棚≦居）によつて緕ばれ

る。よつて371風⊂γ舛。なる事よりyは〃［τア＊（州コに含ま＝れる事がわかる。以上より

亙⊂β⊂〃⊂Tア＊（！V’口がわかつた。茨に

　肌を3乙（Cキα0’10⊂Uなる〃に含まれる連緒集合Cに依り週忽と結ばれる
〃［η＊（獅コの点の集合とすると

　　　　　　　　　　　　　　　　虚
　　　　　　　　〃［τγ＊（〃）コ＝2肌
　　　　　　　　　　　　　　　づ旨1
となる事を証明する。

　先づ劣∈3とすればκ∈2肌　となる事は明らかであるから妬〃［τア＊（1V）〕，劣隼週な
　　　　　　　　　　　　づ；1
る場合を考える。〃［Tア＊（1V’）コ及び3の定義より乙。（Wキ0，ら、∋κ，乙、（乙俗十。キ0

　（1）邸ち乙1（1V；キα乙づ（乙件、キ0，乙㌢乙δ⊂篶なる〃におげる違繕集合の列乙、，乙2，

乙。，・…，乙。ム（有隈個の）により1V’と繕ぴ得る〃の点の集合を〃［τア＊（1V1）コとかく．
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（←1τ2パー㌻カー1）なるカ個の（カ＞尾）蓮結集合乙。，Z・う…一ずらが存在する。さて

乙居（乙糾・∋ツとし9榊∈乙石仙2件！∈乙糾！（玄≧〆＞0）1乙舛乞（乙居十外・∋2紅、とすれぼ

（但しダ十居；居十1・……，カー）〃を含むβゴが存在し更に

凄庫易砕！＝星毒成半1砿十ダテ砿十洋・…一詐十！誠十！・12榊’⊂篶十〃舛峠パ・一γ舛、’

⊂；巧十、⊂U。

亦尾煎暑、十乏二（2庫2一乃十オ1）一・⊂U一・＝U

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1となる故（乙舛。）乙糾。）……）乙2，）（乙舛、）乙什。）……）乙1，）⊂Uなる事がわかる。

よつて㎎・が”を含む。

　以上何れの場合にしても劣∈〃［η＊（1〉’）コならば

ガ∈2肌即ち〃［η＊（州コ⊂2肌。班［τア＊（州コ⊃■肌・は1明らかであるから
　づ畠1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乞＝1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乞旨1

　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　〃〔τア＊（1〉つコ：＝J肌。一

　　　　　　　　　　　　　　　壱自1

　家炬任意の肌に含まれる2点を伽ツ・．とし智風とツ。が071q⊂Uなる連緒集合

qにより結ばれ，風とノ・が㌻1G⊂Uなる連結集合αヒより結ばれて且つ風（q

∋あ、属（⑭∋為とすると；

　　　　　　　　κ1ツ2＝〃12．2プ為劣1必⊂Uy糾。U⊂U多⊂豚。

即ち豚；1肌⊂π（ダー，2，……，s）カミ証明された。よつて班［τγ＊（州コはP・ope岬S

をもつ。

　〔系2〕第一可附番性公理が成立するト群δにおける集合〃がP・ope岬Sをもて
ば〃は往意に小なるP・op・・ty　Sを1もつ連結集合の有隈和として表わされる（コ）

　〔証明〕ト群θが第一可附番性公理をみ淀す故γξ⊂γ’劣一〃咋1＝乃である様な

単位元におげる可附番完全近傍系｛乃｝が存在する事が容易に知られる。さて任意の単位

元の近傍≡豚を与える時1豚に対しγ至⊂豚なる如きγ九が存在する事がわかる。今

γ榊（ぎ≧1）を改めて珊とかけば，比れにより得られる．γ＊二｛吟降。は〔定理7〕

の条件（斗）1（2）を満足する事牟わかる6γ冶に対し・

　　　　　　　　班＝冴班づ；班づ連織班；1班乞⊂γκ（仁1，2，一…，秘）
　　　　　　　　　　　｛一1

と班を有限個の蓮結集合の和に分解し各〃づに対して〃［rア＊（必・）コを作ると前定壊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篭より班⊂η＊（〃づ）コは連緒且つp・o脾ty　Sをもつ。

肌㍑（蜘コ∋劣，ツとし一カ三払と乙。（仏十α乙刎∋“戸乙ゴ⊂γ夕（プ＝

1，……，刎）なる蓮結集合乙、，z、，……，乙伽に依り瀦ばれるとし，ノが〃壱とQ、（泌

・←0・Q肌∋ノ・暫1⑭⊂η（プ＝ヱグ…・・〃）なる連績集合で績ばれゑとする。而る時はら（

乙汁・∋巧なる巧及びQゴ（Q汁・∋乃なる篶が存在する。更に乙。（〃壱∋為とすると，

ヅ作ヅ1狐．、凧”二；κ榊一。一・妬1乏、・ケ1・。・Σ1ツ、ツ71ツ。一ツ例力⊂嚇γ舳芒、・一・乃＊η×

γチ＿＿机芝γ芽⊂γ差⊂帆

　印ち（〃［乃声（脇・）コ）‘1（〃［τγ＊（〃を）コ）⊂豚である。よつて命題は証明された。

　（1）〃が任意に小なる集合の和として表はされるとは，佳意にあたえられた単位元近傍αをζ対し．

〃が脇一ヱλ妬⊂Uなる様な楓の和として表はされる事を意味する．



7
 

J~az) C.7t~= 2) ~)~E~~~c~; ~j~~ M[T *(j~; )] ~~ M ~~~~f~fr,.__i~~~~:~~~~:~c~~~~:~- ~ M' 

rc~~~f~f~I~P~~i~1~~: ~~ c~~~~:k~~~~i'*'~~~~c~~~_~~~~~, ~~!iC 'M [TT'~~(M* )] ~l~~~~~C~ ~ , 

' J~41 e~,~3~:fC/J.~:;~ properry S ~: '~~~~7~~~c~*~~1~:~cD~f~~;~Q~ L~C~;~~ ~:~t~~:~ ~)~>:~. 

~D ~~ 

C~~.'~~~3) ~~-~r~~~i'f~;/~¥(1~:~_=~~~~:~~~~~;, 1~L ~ G ~c~;~~~ p operty S ~: ~~~~~~t M (D 

~~.~~,,, p ~~~~~:~~C/J.~:~ proper~ty S ~~ ~~MVc~;-~~~ region rc'~~~=~t;~. ~t~~~Vc reglon 

(~)~*~) ~ rc~~~~~~~!~!~A~ L~ ~ ~: ¥~ 
' (' ) 

7~~rc~~~f~~-~~~Vc~;~t~ i~~;~~f~f~;~~1~E.,7)~:~~~~J~~Vc T-~:~c~:LC(D-~,~~~fi~fJ___i~~I~~~~~~: 

C~i~ ~f) T- ~G ~c~;.-~~~~~~~M~~-~~~:fi~f=~~;~;~~~)_ 7. ~ ~~, ~;,._!~:~)~~~~7t:(Z)~~~: U 

~c~r~ ~~~~~~~7t(~]L)~~~~ V ~~~~~ ~, M r~:~~~~~t~~~~~~(Z) x y ~~~rL x ye V ~;~~ 

~~~~f~~ A 'ArU ~:~f~Q~ x y ~~/--~j*~f, M ~:~;-rf~~ ~~~~~~1~~~~,~~~~;~;~i~~~; ~~~; 

YU, ~:V ; x, y~: M; x y~~ V ~:ACM A~~~~~ A ACU A~)x-y 
~(Z)~~~~ J~ ~ ~:~ ~c7~~(D)~~~~~:~~;~~~~~ ~. 

C-~ ~~8) T- ~~ G Vc~~-~t;~~~A M~~-~~~I~f~~:~i~~~~~ M ~~j~~fr~~~i~~;~~ 
'* 

C~E-~"-'- ~~) M (z~).~I~f~~~i~'~{~~c~-~~E~~~~~7~~ x~~ M LL, x (z~L)~~:{~~;~~: W~~) ~~~. ~~.*,,.,~~; 

B~tc~:t~~~~~~~t(Z)~~~l~ U ~~~~E:L xUCW(x) ~~/~;~* M ~~-~:J~l~f~i~~i~~~;~~~C, ~~~ 

~~-f~~~i~~~; V ~~~i~~~ ~, y, z ~~ M ~i~y, z rc~~:L, 

y~'z ~~ V -> ~:ACM ; A-'ACU, A ~~~~,,,~LEL~~ AI)z-y 
("-) 

~~~. A. xy ~ xV_M _lL~~~ (xy) xe V~~:~;~~~ J:rc71~cL~j~~:~~~ x ~ xy ~~*1-~~I~~ Ay 

A= J Ay 
ye T-*~'," 

~:~t~te~~ AJ)-xV_M, J~L~~~ A. rc~V*C x A rU r~;~~~C A,cxU ~~OIC ACxUC 
W(x) ,~: ~~~. ~n~~M~~J~I~f~s~~~~~~~) ~. 

C~ 3~i=~9) 1- ~ G ~~/~f~~~~~~~~~f~~~f~~ G ~:-i~j~f~fr=~;~~~Lj~~>~. 

C-~E'-'-~- E~) U ~~~3:~rc~~~~~t~~~:f~~71;.~~~l~~~:~~L~~, V' CU ~;~'-~f~~~7t~~~~l~ V ~~~ 

~E~~~. 
V ~c~~-~t~~~~~7~ e ~:/*'~jtL~~~~~~~~y~~~: A ~~T~ *L G ~:j~~fi~?;~i~~~~~~~)~~>~~~~~:~~~t 

~~~:~ W.~~~~EL~ Wr_A ~~･~. ~;C x~~'~~W ~:~T~t~~ x~'y e A t~;~~~C_ yexA. J~ 

~~ XA ~; x ~V~ y ~cA~i;~, J~~) 

(xA)-'xA=A-*ACV V V2rU 

L~c~~~~~J; ~ ~ T- ~~ G ~i~rrC~~~:~e~)~~~f=~!~~~,[,~!~~-~j~)~~f~;~~,~~~~~, ~;~ ~J~~rc;~ 

~~:~~b~,o7~~)~t~~)~~~, G ~c~3-k~~~~~~:~ M Vc~~LCJ~"~-----"E(D~'V~l~:~~~~'f~Vc~~~-~~~~ 

Vc ~~~f~Qf~ft_,･ ~;~~f~F~~~)tL~~~i~7J~~~) ~~~~:~:~* ~:~~~*~,~~~!~l~ LC~~ L~ ~;. ~: Vco~/~lC~}~ ~~~~ 

~ ~ M ~~~;~f~I~~)~t:e~~~f~f..__.i~~;~~"f*.~_ ~ -~J~i~f~~~~~,~~~ ~~~Jf~:,+~;'1=~~_~~~ ~7*~:~~7~~~:z)~~~~lc 

(1) G. T. Whyburn = An*tytic top"togy (J942) ~~~*_~*D~*,~-'. 

(2) A* e~; A ~ y (Z)~~~:,~~~~j~Lt~~~ 



毎

　（定理ユO〕正群θ炬おける集合叫が完閉な局所蓮結集合なら蝋Mは一樺局所蓮
緒である。

　〔証　明〕　Uを単位元θの任意の近傍とすればア⊂Uなる単位元近跨γが存在しオ繊

ガをMの任意の点とする時〃におけるκを含むMの連結成分をλ”とすれば，Mは

局所連結なる故ん恒含まれる劣肌（Mが存在する。此処俺肌ぼ凄の近傍とす。さて

班は完閉であるから・か坐る肌に対してア婁⊂肌なる召の近傍γ、を選び｛〃泌｝勿碑

にて〃を覆えば〃は有限個の狛汎伽狛晦パー，伽晦により覆はれ得る纈帥ち

　　　　　　　　M＝2砺V鋤（M
　　　　　　　　　　吃自】
となる。

　　　　　　　　γ”iべ兀2（γ螂（……（兀犯⊃ρ

なるθの近傍ρをとれば・Q∋ガサ’バ）ツgMとする時パを含む偽y鋤（1≦ダ≦弼）

が存在し且つ劣・1ツ∈晦なる事より　　　ヅ∈狛γ裏．⊂砺、肌房と法る。

即ち狐ノ∈Mなる払ツをとる時
　　　　　　　　ρ∋ガリ→亘狛肌看；ガ）ツ⊂狛比毒　壌

然して之はρ∋ズソ→亘ん壱；ガ）ツ⊂4切

を意味する。

　　　　　　　　λ烹λ抽⊂（狛17H（狛乃＝γ一Ψ二γ2⊂U．

なる故・一様局所蓮緒なる事が託明された。

　〔定理u〕1し群θにおげる完閉局所連結集合MはP・ope・tySをもつ。

　〔証　明〕Uを任意の単位元近傍とすればγ2⊂Uなる単位元近傍γが存在する。M
は完閉局所蓮結集合なる故前定理により一様局所蓮結である。よつて適当に単位元近棲豚

を定め・Mに含まれる狛ツに対し若しガケ∈豚ならばλ一1λ⊂γなる払ノを含む連結

集合λが存在する様に出来る。

　ρ2⊂豚なる単位元近傍Qをとり｛鳩1κ∈M｝にてMを覆えばMは完閉なる故か二

る掲有限個にて覆ぽれ得る。帥ち

　　　　　　　　旺伽伽．一・｛；伽∈M（ダ；1・……・π）・M⊂2狛ρ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壱昌1
狛を含み々】ん⊂γなる如きMの連結部分集合五、の和集合を凶勿乞とする。而る時わ，

砺暑1∈狛Q（Mとするとぺ狛尾1＝ろ∈豚　なる故々1んGγセ且つ狗，碗2jを含む

んが存在する。

　　　　　　　　故にM（狛Q⊂んづ郡ちM＝■λ鋤。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を筥1
さて五フんづ⊂U（仁1λi…〃）が証明されさえすれば定理の真なる事がわかるか戸次

に之を証明する。

んρる）22　とすると

　　　　　　　　亘ん；ん⊃狛）る，ん連緒且つん1ん⊂篶ん⊂M・

　　　　　　　　．亘五β；λβ⊃狛）22・λβ連結且つ有1λβ⊂Kλβ⊂M・

故に2プ22＝271狛炉2・⊂々1ん劣1五β⊂γ2⊂U
よつてλ易1ん1⊂U（仁1，2，……，〃）である◎
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　以上　§　2において述べた諾定理を総括する事により勾ト群θにおげる完閉集合M

に関する・次g如き定理を得る。印ち

〔定理12〕｝群0における完閉集合Mに対しては次の三つの関係は同値である。

（1）Mは局所連結である。

（2）Mは一様に局所蓮結である。

（3）MはProperty　Sをもつo

亦局所完閉なP・op・・ty　Sをもつト群が完閉な様局所蓮緒な㌍群と一・致する事が，

今迄述べた事から容易に釦られる事を附記しておく。


